
栗駒山麓ジオパーク

ニューズレター VoL.04
2022 年度　第 1号
2023 年  1 月 31 日発行 

改めまして、新年あけましておめでとうござい
ます。昨年は栗駒山麓ジオパークでの全国研修
会の開催をはじめ、充実した活動を進めること
のできた 1年でした。2023（令和 5）年も新
しい事業にチャレンジしつつ、着実に取り組ん
でいきたいものです。
◆来館者 5万人達成
　ビジターセンターの来館者は、昨年 9月 17
日に 5万人に達成しました。2019（平成 31）
年 4月に開館しましたが、新型コロナウイルス
の影響も受け、毎年一時的に休館するなど
ちょっと遠回りしたかもしれません。引き続き
まして、栗駒山麓ジオパークの活動拠点として、
皆さまのご利用をお待ちしています。
◆冬のジオパークを楽しもう♪
　ビジターセンターの周辺は 12月に積雪が
あったものの、お正月前後は穏やかな天候でし
た。雪をまとった栗駒山が青空に美しく映えて
います。スノーシーズンの栗駒山麓ジオパーク
も、思いっきり楽しんでいきたいですね。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

新年のごあいさつ

栗駒山麓ジオパークのスタッフです 左／原田専門員　右／鈴木専門員

2022（令和 4）年 4月より、栗駒山麓ジオパー
ク推進協議会の専門員として原田拓也さんが、
10月より鈴木比奈子さんが着任しました。お
二人からのコメントを紹介します。
◇原田拓也／ 3 年前に地域おこし協力隊とし
て活動していましたが、このたび専門員として
復帰することになりました。専門は地質学です。
地域にある様々な地域資源を発掘し、たくさん
の人に自然科学の楽しさ・面白さを伝えられる
ような取り組みをしていきたいと思います。改
めてよろしくお願いします！
◇鈴木比奈子／2022（令和 4）年 10月か
ら着任しました。専門は自然地理学で、博士（地
理学）を取得しました。主に過去の自然災害記
録から見た地域の特徴を研究しています。前職
では、1600年間分の日本の自然災害データ
ベースや災害写真アーカイブ、自然災害伝承碑
のデジタルマップの構築や、身近な防災対策の
講師、災害対応などをしていました。自然災害
のことや地図のことならおまかせください！

新しい専門員のご紹介
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全国研修会を開催
2022（令和 4）年 11月 21～23日に、栗駒
山麓ジオパークで第 17回日本ジオパークネッ
トワーク全国研修会を開催しました。研修会の
テーマは「“守る” ことで地域を発展させる－
ジオパークにおける地質遺産の保全と活用を考
える」です。研修には 42地域 65名の皆さん
に参加いただきました。研修会では参加者の業
務年数に応じ、ビギナーと経験者の 2つのコー
スを設定しました。参加者はビジターセンター
を拠点に、それぞれフィールドワークとグルー
プワークにより 3日間議論を深めました。
◆「保全することの必要性を知る」
　ビギナーコースでは伊豆沼・内沼を事例に保
全の必要性を学びました。研修のゴールは「保
全することの必要性を知る」、具体的な成果と
して「なぜ保全が必要であるのか、同僚や地域
住民に対して自分自身の言葉で語れるようにな
る」ことと設定しました。議論の視点として、
保全されている対象とその価値、対象が面して
いる脅威、保全されることによって生じる恩恵
の 4点を明確にしてもらいました。

3日目は保全活動の必要性を説明する資料を作
成し、予算獲得交渉の模擬コンペを行いました。
◆「保全のための方法を知る」
　経験者コースでは、荒砥沢地すべりを事例に
保全の方法を検討しました。研修のゴールを「保
全のための方法を知る」、具体的な成果として
「必要なステークホルダーの協力を得ながら、
サイトの保全計画を立てられるようになる」こ
とと設定しました。最終日には各グループから
題材提供を頂き、それぞれが所属するジオパー
クのサイトに関する保全計画案を作成し、企画
提案の模擬コンペを行いました。
◆地域の資源を保全するには
　今回の研修会では、地域の資源をなぜ保全す
る必要があるのかを再確認し、保全のための方
法やそのために何が必要なのかを考えました。
研修に参加された皆さんが、それぞれの地域資
源についてアクションを起こして頂けたら嬉し
いですね。研修の前後ではプレ・ポストジオツ
アーも実施し、荒砥沢地すべりの内部と伊豆沼
のマガンの飛び立ちを見学しました。
　今回の研修では、多くの関係者の皆さまのご
協力を頂きました。ありがとうございました。

荒砥沢地すべりを巡検する様子 研修会参加者の集合写真


